
































die　亡inc　2：亡itlang YOn Eoch und seinen
Sch追Iernin streng審terFormvertretcnwurde，
」―
isth亡ute unbaltbar＝　と述べてゐる。Eoll亡＆
Hetる血（1922）は、細菌の如何なる欒異にし
！
ても．‖EonstanzderArten＝の範囲を出る
ものではなく、歴―史的時間（hi＄toriGCb亡くZeit）
の中で守衛細菌（閏へぼ柿草萄）を病郎晒
（例へぼ崇痘苗）．に欒へること．は不可能だと
放論してゐるが、‘憧史的時間H　と音っても、
l世代20分の細蔚に取っては、1年365自は
262紬世代の察埴をなL由る悠久な時間に相
督することを思はねぼならなや。
棲、染色体、－邁侍素の存在が確認されない
細蔚細胞に於いては、雌雄細胞の交配によぅ
l
て生する邁侍壁異の法則を諭することはでき
ないけれども・、Eo担＆、Het＄Ch（1922）の言
ふやうに．其虎に見られる形態及び機能の欒
化の組べては、現典型（Phi亡皿Otypus）の攣
異に過ぎないのであつセノ　成系型（Gemoty－
pu＄）には量的にも質的にも麺はるとこるが
ないどする断論濫も再桧討の余地が遺されて
ゐる。さて、細菌欒異の状態を概観するに．
（l）欒異＝－M叫ifikatipn又は副壁異＝
馨1
Pユー議VaTiitionと謂はれるのは、原因の存在
する問は欒化を特技し、原因を除けば膏態に
復する現象であるが、このやうに培養操件又
は生活環境によって細菌細胞の形態及び機能
′
に一時的由攣化の生することは一般に知られ
てゐる。（2）化蛾＝Transformation或は
永久欒態＝Dauerm・difikatibn　と謂はれる
のは、（a）架發欒異去Muti軸nにせま．（b）
適應欒異＝Adaptationにせよ、一旦獲得され●
た新形質が世代を通じて遺侍することを意味
するが、C議r一迫即がDarwim拳誼とdeVries
畢誼を調和させたやうに、適應壁異が乗蟄欒
異の前階段に潜行するとすれば、両者を区別
して考へる必要はないのである。
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著者は、蔚種發生並びに欒異の問題に興味―
を持って、所謂パラ大腸菌と普通東睦菌との　′
間の發隼史的な閲備に就いて茸驗を企てた0
（2）Paraeolobactrumに就いてる
大腸菌族の乳糖分解の遅延又は快如する壁
株〔variants）忙就いては．Gilbert＆Lion
―（1893）の報告を以って鏑矢とし、Widal＆
Nob亡COurt（1897）によるParacoliba亡illeな
る名手執碑文献に登録されてから耽に久しく’、
Caste11ani（1912），Calte11ani＆‘ChalmeFs
（1919）等の古典的な研究が遺されてゐるが．
爾来半世紀に亘って細菌聾者の興味の封象た
るを失はない。Bacteriu皿．リar＆ColiStutzer＆
Wsorow（1927）．鮎cillus paracolon Dるy
（1912），Salmone11iParaColon H孔uduroy＆
孔1・（1937）等と呼ばれ、分類及び命名の上忙・
混乱を束しつ1近年に及んだが、月orman，
l
Stuart＆Wh亡eler（1944）昧、Aerobacter及
びEscheri止ia　と乳糖分―解の遅延又は快如の
－鮎で直別される蔚族を一括して、P且raCOlo－
bl⊂t川mなる新屠に編入し、Voges－Pr01ki一
脚●厚應と拘櫛酸に封する態度忙よ―って3種
に分けた。
Bergcy，s Manualof DeterminatiYeBacte－
ri0logy（1948）の記載によれぼ、Pirリlob乱－
ctrum魔の種別の＝、k町，，は次のやうたなつ
てゐる0
Ⅰ・A亡モthylmcthylcarbinol〔＋〕：
■
1．Para亡Oloba⊂trum aerogenoides
II・Acethylmethyl亡arbinol（一）：
A．■拘櫛酸培養（＋）
2．Par＆COlobactrumintefm亡diu皿
B．拘僻酸培養（－）
3．Paracolobactrum c01itorme
‘‘Paracoloba亡trum＝の定義に碇一へぼ、
F召aci11us metacoliCastellani（1915〕，Esch亡－．
richiametacoliCastellani＆Chlmers（1919），
Bacterium uromutabile Koch（1935〕等と‾呼
ぼれた蔚株は、常栗本屠に編入平らるべき蔚
柾だったかと考へられる。Ba亡illus colimuta－
輔車N垂卵r（叩0射，軸亡！打i甲m亡坤muI叫1号
Massini（190丁），Es亡h軒icbia　印Iimutabilis
Ca事tellani＆Chalmers（1919）等幾多の異名を
以って呼ばれた蔚株は、乳糖陰性の母集落に
乳糖陽性の娘集落を生する特殊な現象を呈し、
ヽ
Escheri亡hiaの欒異株と見るべ空か、Para⊂0lo－・
b且亡trumの壁異株と見るべき中、分類畢上の
決定は困難かと恩はれる。著者は、別報吟於
いて、この間題に嘲れるであらう。
Morgln（19鵬）によって初め●て見られた
所謂モ］t／ガン蔚は．Bacillu＄morganiWinshw，
Eligler＆Rothberg（191の），Salmonella皿Or－
るAtliCaste11ani＆Chalm亡r＄（1919），Bac亡eri－
ツm morgani重lolland、（1920），Ba亡terium
metacoliorEscherichiAmorg議niThj飢ta（19
、28）等と呼ぼれ、ParユColi又はMet－COliと
同群に置かれて扱はれたが．Proitusmorg乱nii
Riu紬（1936）として別屠に捧持されるに至
った。Morgane11amorgapiiFulton（1943）な
る新名碑は、Morganell■魔の代表短（type
sp虻i朗）として提唱されたが．丑ergey（l糾＄〕
には採用されてゐないoAerobiCt？r・Eschモーi－
Chia，faracolobactrumとe｝發生史的近縁関
係は．．－應除外してよいと思はれる。
Neisser；Ma轟Sini，Bt］rri，Caste11ani等以
来、大腸蔚族の解糖作用の壁異に関する文献
は實に瀞しい。朗謂パラ大腸菌（所謂メタ大
路苗も含めて）は、乳糖分解の遅延又は快如
或は微弱といふ特徴のみによって、普通大腸
菌と別直され∴酪遠平板に於いては白色又は
核紅色の集落を形成L、Dri彦alski－Conradi
平板に於いては所謂育株（Bl且uktim）として
現れるが．病原細菌単に関する限り、慢性下
痢叉は急性下痢のやうな胃路障害のある・場合
に放出されることが多いのであって、諸家の
報告の例に徴するに、Paracolob孔亡けum COli－
ior掛りこ相常する例が大多数を占めてゐるの
ではないかと考へられる。
所謂パラ大腸蔚の出現に就いては、病原静
的観鮎―と發生史的観鮎とから見ると、3棟の
想定が成立する：③非衛生的飲直によって
＜体に嘩人した弼立の蔚嘩かも知れないp＠
所謂パラ大脇筒の魂生に関する研究（‡〕
最初から礪韮した甫種として阻内に生存Lて
ゐて磯命に釆じて急遽に増殖するものかも知
れない。③　普通大腸菌が油化障碍等の環境
欒化によって所謂パラ大腸蘭憤る減退欒異株
（minus vari昆nt）を生じたに過ぎなレいのかも
知れない。著者は、i948年以来、第3の想定
に立脚し旬　主として　E笥Che血hia c祀　と
Pa一風C。】。bactrⅦm C¢1iforme　とは乱酔分解性
及び毒力並びに抗元性の鮎で相互に移行L得
るのではないかといふことを語明すべき茸驗
に漕手し転配TuSe（lウ10〕，舟屋（1別6）も
述べてゐるやうに、＝本来乳糖を分解した菌
が、或僚件に埴厳した結果、－一時乳糖を分解
しなくなりp再度乱酔に接嘱して本釆の性質
を快復する＝といふ解揮も既に行はれてゐる
のであって－著者の研究の方針忙は根接がな
いわけではない。
第1賛　辞鴎管内鷺鴨
非病原性闇管細菌と病原性腸管の躍別に塑たって、
乳糖分解性の有無が最初の示針になるこ打ほ云ふぽ
でもないのであって、由来、雪道大隈圃の乳糖分解
性の喪失に関する襲驗ほ、少Lとしない8　M払rkofr
〔19旦2）の肯興的巽琶の外、故国に於いてほ、赤地
（昭．ア〕ほ細菌の抗性私利用Lて、赤痢園の混合培養
による巽驗に於いて成功L、島影〔昭・8〕ほへマト
ポルフィリソの影囁によって菅道央隕蘭が乳糖陰性
になったこと在報じ、村瀬〔昭・7〕ほ大隈園のブイ
ヨy培養申より乳糖陰性の一陣異菌私見拝‖Jて、ム
タピール型変異園と名付け、教理〔昭・25）は培養
基のpモ亨の封ヒによって目的な達した0‡若者は－
尿窯及び青酸カリが細圃に及ぼす特種の作用〔饅述〕
あるな琴へ、この両者缶用ひて、雪道大悦園な所謂
パラ大過圃の状常に封ヒす卑意図な以って嬰驗に肩
出した¢
第1節　僻試雷棟　供託圃株な得る固定とLては
翼便庵偲用した。即、早朝排便にて得た聾塊な城西
シヤ【レに採取L、その中心部より約束盲犬在求め、
5ccmの披園生理的食塩水に撮儲Lて均等な浮醍液
な作り、その1白金耳私達藤平横に3アロC，24時間培
凄L、赤色環諾毎各別に菅避寒天培地に啓禍し、習
過大脱園の定型的性状砧示すもの詣採って試験菌株
とLた。以上の方法で、6人よりユ株づつ、計占株
な得た。帯性状の検索の結果、集落の形状、硫化水
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講陽性、メチルロート試験陽性、フォゲス・プロス
カウエル反応陰性、杓鯨酸ソーダ試験陰性によって、
AeTObacter在除外する在籍た。また、パルジコサ培
地による解模試驗に於いてほ、葡萄糖及び乳糖毎分
解して酸及びガスの売盤庵見たが∴試糖に対しては
玉音菌、2号株のみが分解して酸及びガス毎発生せL
め、爾余の4抹は総て陰性の態度庵執った0・以上在
要するに、1、2号株ほE5CbeTi亡biacol主communior
に、3、4、5、6与株はEs亡hcr王cbi現COlic田nmnne
に一致する。この6株の乳糖分解性の安定私権認す
るために、30日の問に7回づつ、各棟について各回
シヤ「レ30放の遠藤培地で検したが、総て鼻糞性の
集落のみ在濁蒔L、l箆も白色集落の混在転記めな
かった。
第2簡　曹温東陽圏の乱睡憶隣に及ぼ晋曹酸海野
曙静聴　青酸が細菌に対Lて殺菌力及び発育阻止
力私有することは既に知られてゐるが、L甜kg＆
Rigler（1926〕，Pratt＆Dufrenoy（1948）によれば、
これは先細園のある囁の酵講の作用ね阻止すること
が証明されてゐる。巽東1吉野、大石〔昭・ヱ7〕ほ青
梅摂月割こよって講究されたと考へられる下痢便より
所謂パラ大腸菌転換出し、それによって家族感染な
生じたと推定される1例私報膏したが、こ山嵐生体
隕管内に於いて青梅申に含まれた青酸の作用により
普通大腸菌の乳糖分解が阻止されたものと解釈され
ないではない。菅者ほ此所に見る所ありとL、前記
6株の菅道央祝園な青酸加盟乳糖ペプトン水に連続
第1敦
〔A〕0・25タ左青酸加里加ペプトソ水
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〔B〕0・5％青酸加里加ペプトン水
（C）1・0タ左青酸加里加ペプトン水
（話〕＋　酸産生、〔＋〕酸塵生及ガス発生
培養して．乳糖分解能の変異の縫過ね追求Lた。こ
の場合、乳糖は0・5プ‘とし、青酸加里の濃度はロ・25
坑口・5タg、1・0プ左〔1・5タ左以上では大腸菌ほ死滅）の
3段階とL、逐日観察したが、その成鍔ほ第1蓑の
如く、0・25％でも閣酵までの日時の遅延が全株に認
められ、0・5％ではガス産生の抑制在来したユ株な
見、1％でほⅠロ別こ到るも全然陰性の2株私見た。
Lかし、之等の菌株は、遠藤培地に播種さるれば赤
色の集落む形成し－Barsiモkow・の乳糖ペプトン水に
於いてほ菅道大阪菌と琴はらぬ乳糖分解能在示した。
すなはち、青酸カリの件用する問だけ乳糖慨酵が抑
制されるだけであって、それは一時的変態に過ぎな
いと恩はれる。2P日迄の培養の観察の結果ほ】0日迄
の成頃と盃はらない。
第五節―　普層大腸菌の乳糖暇醇に及ぼす尿青の影
響　化膿額の尿素療法は、Symmer＆Kifk（19J5）
以来、督方間でその効果毎認められて在り、その本
態は変性車自習の融解による同所の浄化作用にある
ものとされてゐる。また、尿素とスルフォンアミド
剤と併用L場た合、invitro，invivoの殺菌力の強
められることほ⊥鰐に知られ、・その作用抵転は不明
に属するにしても、尿素が細菌の掛取に若干の影響
ね与へる土とは碓巽と屈はれる。既にWils。n〔1の〕
は、令尿素培養基上発育せる細菌の、主として形態
J■
的変態に就いて報革Lてゐるが、高木〔昭・23〕は、
合成培地の莫驗に於いて尿素の添加で明かにスルフ
ォンアミド鞠の抗菌力の増強Lたこと私語め、文、
Oppenbeimer（193可1の9〕の記述によれば、尿素は
アミラーぜ及びリパーゼに対Lて促進叉ほ抑制の効
果は持たないけれども、その0・2モル野津によって、
鼠心臓並びに牛網膜の組戯呼吸が姐止されるので、
普通大腸菌の乳糖分間が尿菜によって変化ね起こす
ことも可能であらうと考へられ、著者は下記の莫驗
缶行った。
黄1項　乳糖分解能の襲化　l・0タ左及び2・ロ％属
累加べブトr水に前言巳6株の供試薗む逓儲堵養L、
以倭10日毎に遠藤培地に移植して乳糖分解能の変化
ね暁Lた。実験の結果、2号株、3草枕、4号株、5号
陳は、屈栗作用22占日に及んでも、―遠藤培地上に赤
色以外の集落毎生じなかった。1号株は150日の韓、
、―ヽ
遠藤平板上欄ゐ白色集落（l′号株〕毎生じ、70日
にLて白色集落の数な増L、80日にして白色集落は
全集帯のり3となり、爾余2！3の集落も、乳糖分
解能を漸次に低下したらLく、淡紅色在室するに過
ぎず、ユ23別こして全集落が白色のみとなった。Ⅰ′
号株ほ、習避寒天に保存Lたが、53日の壊、遠藤培
地に桃色の集落毎呈し、乳糖分解能の稗々幌崖した
かに見えたので、再度1％尿素ペプトンに連続増凄
む試みた所、Ⅰ5日筏には全部桃色の箆詣拭じ、申に
】個の夢色Lない集落（1′唱株〕在観め、25日にL
て全壊藩が白色のみとなった。占号株は、50日、アロ
日の検奄に於いては、原状在止ぞめてゐたが、80日
にLて赤色集落に桃色集落毎混ずるに到り、123日に
Lて全集露淡紅色の申に1個の白色集落（占′号株〕◆む
生じ、140日にLて白色集落が1！3在占め、22古日に
‡⊥
琴
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Lて大部分は白色ね呈Lた。6′号株缶普通寒天培地
に保存L、100拍車過しても、乳糖鼻解能ほ復帰
Lなかった。対照試験とLて、上記占株缶普通ペプ
トン水に培養L、22や日に及んだけれども、乳糖分
解能及びその他の背性状の変化ほ見られなかった0
要するに、古株中上…2株に於いて、IT―2％尿累の
l
件用によって普通大腸菌の乳糖分解能の喪失在来た
t
したといふ結果になったが、その怒過む模型によっ
け
て示せば、次の囲のやうになる（第Ⅰ囲：●は赤色、
昏は桃色、0は白色の集落毎示す〕0　畢克、乳糖陰
1
性の変種の派生は、”SPrungWeise‖・（宋銭委異）に出
現Lたと見られる個嘩もないではないが、＝祀m如i二
亡hり（適応変異）の出現ね常連とするのではないか
t
―
幕　2　衷
と恩はれる。
第2項　塑晃棟の藷性状　1′号珠、1′′号株、6！
J　　　　　　　　　　　　　　●
号殊に就いては、Esc隼ric血属固有の帯性状毎晩
じ、乳糖分解能の喪失又ほ遅延の他にほ原株と変は
らないことな確めた0
一■
形態：肥厚或いは短顕して球菌状梓菌（Coc仁0－
bacillus〕の形態庵執るものと、総体に肥厚し、長
径の増したものもあったが、梓菌の範囲ね超えるこ
とはない。
連動：各棟に拭萌の傾向が見られた○
培養的性状：各棟何れもR型集落が全集落の大
1■
体1！3缶占めた○
生化学的性状：―ト啓株に於いては、腐義仲用後
80日にLてイッドール産生が漸次低下在示し始め、
22占▲日後でほ南陽性の程度に到？た○6阜株では格
別の変化は見られなかった。　、
手
要するⅠ羊、原型菌と変異菌の問には、乳糖分解性
以外、本質的の差ほないと認められる○すなはち、
以上の成曙に」より、1′号株、1′′号株、占′号株は、
一Es亡旭―i止ia coliから転換LたPaTベOlo加＝加m
亡diromeと同定されるのである0．
第5項　亜集茂腐　　生晩学的性状に於いて乳糖
分解能の他にほ差異のない変異菌と原型菌との間の
撰集反応上の関係毎焼香ビた。坑夫腸簡血清在得る
のは決して困難ではないが、健常家兎血清には、大
阪菌に対してNormalagglutinir）む有するものあるこ
とは朱迫．（昭・4）†の指摘する所である0著者ほ、栗
駒に先立ち、正常凝集価の各供試薗殊に対して25倍
以せなる睡常零発心選み、S型集落の死蘭3回（第1
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回0．5mg、罪2回1・Omg、籍3回2・Omg）及び生菌
1回（l．Omg〕の注射によって、最終注射鐘1週間む
続て免疫血清在韓た。第2表〔A〕ほ1号株とその変
異株であるl′号抹及び1′′単粒、（丑〕ほ占号抹及びこ
の変異株である6′朝翫咽って件られた免疫血清に
対する原型株及び変異株の交叉坑集反応の成試在示
す○
すなほち、原型株と変異核との間にほ抗元性の変
化も多少は認められるけれども、相互に近似の価在
京Lてゐるので、著者の莫驗が無縁の雑菌の迷入に―
よって偶矧こ仲られた成桔でないことが確信せられ
る。
第2章　爵家路管内に於ける鷺驗
普通大腸菌の所謂パラ大腸菌への変異に関する生
体冥驗に就いては、教授・菅沢（昭・25）の人間胃
内に移植せられた菅過大隕蘭の乳糖分解能の實先に
関する報告がある。MaTSb■11（1940〕はスルファダ
アニジン在含む食物毎与へた健康廿日屈の糞便申に
放ける乳糖分解菌数の減少在あげ、宮本（昭・23〕は
尿素とスルフォンアミド剤の協同作用による莫驗に■・
於いて同様の結果を待てゐるが、著者は、乳糖陽性
大股菌の蹴ることほ所謂パラ大腸菌の増すこ、と私意
味するであらうといふ推籠在籍、前記試験管内訳驗
に放ける尿素の特殊作用詣考へ、下記の莫驗缶行つ
たd
〔賓磁1〕：著者自身、―1日量20gの尿素ね4日
間服用し、毎日糞便庵遠藤平板に播種L、乳糖陰性
絶　括　及
以上の實驗む成騎を総括すると：－
（l）乳糖加ペプトン水に青酸加里む加六
て大腸蔚を培養し、乳糖分解が阻止されるこ
とを見たが、これむ青酸加盟を除去した培地
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大腸菌集落の出現在追ったが、何番の結果も宿られ
なかった。
〔膏驗　2〕：官本（昭・26〕に徒ひ、著者自身毎
日スルファダイアジン8．Og及びウレタン2・Ogづ
つ在同時に4日間連用L、逐日糞便私達藤培地に培
養して白色集落の出現な検Lたが、その虚構は常3
表め如く、所期の結果が得られた○・
かくLて得た白色集落毎検Lて、3殊の外ほ、悉
（所謂パラ大腸菌1parよcolobACtrum‾colitorme〕で
あること私確認Lた○
以上の成環により、ス几ファダイアジン及びサレ
タソの隕管内投与により、腸管内管道夫院菌が、乳
糖分解性に変化在来た⊥て所謂バラ大腸菌に変異L
たとの推舞―も成立するであらう。
び　結　論－・　　、
―に戻すと、乳糖分―解、を示すので．それは一時
的の攣態（Modifikation）に他ならなかった
と考へられる。
（2‾）青酸加里に代へるに尿素を以ってし、
三三≡≧さ
〔B）
所謂パラ喘菌の姐こ関する研究（け
3－4ケ丹後、6枠中2株に於いて細宙個体全
部又は大部分は遠藤培地で乳糖陰性の集落を
形成し．所謂パラ大勝宙の性状を示すに室つ
たことを確めたの●
（3）、、尿素作用によって乳糖陰性になった
と
欒異株娃、原型株に封して抗元性の壁動鞋も
多少は示したけれども、本質的差異とは思は
れない◎
391
（ヰ）スルフ丁ダjアジン及びウレタンを服
用した個人の糞便から多数の所謂パラ大腸菌
一′―
を得た0
上記の専實により、所謂パラ大勝臥就中－
parよ⊂0loba亡trumCOliformeは普通太陽苗の
異によって生じ得るか由様に恩はれるが、そ
れは第2報以下の研究笹よって更に確めら叶
るセあらう。
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注射用志学館清盛感〆
経口投与忙比L更に次の如き特徴を具えてゐる。
1．経口授与不能の場合によく目的を達する
乱急速に血中膣度を得ることが出来る
3．吸入により薬液を直接気管に達せLめ得ろ
4．眉弱者に於いても臣障害が見られない
品竃忘誌表題．（㍍）雷昌瓦結5冨
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品質の均一性を誇る本邦葉菜界最初の品質管理
製品q．C．P．ニッパスを治療界に堤供して以来、
バス剤は安心Lで投与L得る声ツバスを…と各
方面より多木の信旗と好評削軌、ております。
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